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 業の発展が見られる一方で.碧南市は大規模な地域開発政策へとその舵を切ることになる。そこで

 は配置産業として、その自動車ではなく石油関連を中心として構想された。しかしこうした構想と

 は裏腹に企業進出は自動車関連産業を中心として進み、現在では工業出荷額約6,500億円(2002年)

 を誇る、この規模の都市としては胴指の工業都市に成長した。同時に全国の自治体財政が困窮する

 中で、碧南市は財政力指数1.497(1998年)を含む多くの指標で、全国でもトップレベルの財政基

 盤を誇っている。

 本研究では上記のような碧南市の地域経済のダイナミズムを追うことによって、地域開発論に対

 するいくつかの知見を明らかにしてきた。すなわち、①碧南市で見られた地場産業から自動車産業

 への転換は、地場で培われた技術を持つCommollRoots企業群と地場有力企業群を中心に行われ

 たことを考えれば、地場産業は地域に蓄積している資源であるといえよう。地域開発政策を望むよ

 うな、一見地域資源が「無」いと考えられるような地域においてもこうした地場産業はいくつか存

 在する可能性がある。これら産業は地域のアイデンティティといったショーケース的な存在である

 のみならず、'育成次第では地域産業の中心としての役割を担える可能性は大いにあるものと考えら

 れる。

 碧南市が②こうした企業群が存在したにもかかわらず、大規模な地域開発政策へと向かうことに

 なったのは、直接的には財政上の問題があげられるが、その背後には狭小な土地問題というものが

 あげられた。その中で産業政策上、狭小な土地が問題視されたのは、既存の地場産業企業の設備拡

 張が困難であるという問題よりも、それによって地域外からの企業誘致が困難であるからであった。

 それどころか、当時碧南甫は発展しつつあった既存企業群の中小零細さに、財政基盤の脆弱性を求

 めていた。こうした碧南市の認識から考えるとCommonRoots企業群は地域経済の質を検討する

 上では大変重要な存在であるが、それは数値として表れにくいために、開発主体である自治体から

 長い間軽視される傾向がある。今後こうした数値に表れにくい面を、自治体にどのように理解して

 もらうのか検討する必要があろう。

 さて、③こうした地域開発政策により、碧南市は少なくとも量的な指標で見れば大きな成功を収

 めたと言えるが、そのプロセスを見れば意図せざる結果と揺らぎの連続であった。こうした碧南市

 の開発プロセスから考えなければならないことは、多くの主体による様々な意図や行為が入り交じ

 る地域開発政策では、当初の構想通りプロセスが「リニア」に進むことはまずあり得ない。そこで

 重要なのは構想が意図せざる結果に終わった場合の、それを修正するための2次的3次的な新たな

 政策を打ち出すことができるのかということであろう。その上で、地域開発が上記のような複雑な

 プロセスの上で進展するとするならば、地域開発論は、たった一種類のどの地域においても通用す

 るような開発手法を行政に提示することは困難であると考えるべきではないか。地域開発論の役割

 は、開発から結果までのプロセスとその背後に存在するメカニズムを行政に探り伝えることにより、

 開発主体が学習することを手助けすることではないかということを提示した。

 こうして、少なくとも量的には成功した碧南市ではあるが④そのr質」の問題を波及効果と財政

 効果から見てみると、まず波及効果については鉄鋼や食料品は事業所自体の機能は高いが現在のリ
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 由から本稿では地場産業企業が、育成次第では地域経済の重要な担い手となる可能性をもっている

 ということを提示した。本稿では今後はこれらの企業群を地域産業政策の中でどのように位置づけ

 るのか再考察をする必要があると考える。

 多くの地域住民に地域の将来に対する希望をもってもらうためには、一部特定の地域にしか適用

 が困難な地域開発を議論するだ'けでは不十分であろう。その中で本稿での議論は、ある程度多くの

 地域で実行可能であると考える。もちろん山間部などの一部の地域では残念ながら不可能であるか

 も知れないが、それでも比較的多くの地域で実行可能であるという点は本研究の一つの特長である
 と考える。

 本稿では地域開発論に対して一定の成果を残すことができたと自負しているが、同時に以下のよ

 うな課題も残った。第一に!972年以前の碧南'市において多くの企業が創業したが、その中での創業

 者の意識という側面を論文に盛り込むことができなかった。この課題については今後創業者にヒア

 リングを行うことにより解決を目指していきたい。また近年の政策評価の議論に見られるように、

 行政組織の意思決定体質が大きく変わろうとしている。こうした変化が地域開発政策など、政策論

 にどのような変化を求めるのか今後詳細に検討していく必要があると考える。第三に地域経済の質

 の議論におけるヒトの側面の議論である。碧南市における臨海工業開発により、地域労働市場はど

 のように変化をしたのであろうか。また情報のキャリアーとしてのヒトの動きはどのようになって

 いるのであろうか。この点について触れていないため、本稿の議論は装置型産業に属する3社に不

 利な内容になってしまったと思われる。今後はこれらヒトの側面についての研究を進め、本稿の成

 果とあわせて改めて地域開発を検討する必要があろう。

 論文審査結果の要旨

 本論文は、従来の地域開発論に欠落していた視点を学説史的に析出し、それに対して、自らが修

 士論文以来取り組んできた、碧南市を中心とする衣浦湾一帯の地域開発の実証から得られた論点を

 対値した、学説史的検討、実証分析、新学説提出という意欲的な内容である。

 「序論」は上記のような本論文の問題意識を開陳し、先行研究の到達点と弱点を示し、第一部

 r地場産業から自動車産業へ」は、!972年までの碧南市に存在していたcommonrootsindustrie$

 が、1970年代以降の衣浦湾開発によって自動車産業と結びつく産業集積地域内の主体であることを

 析出する。この分析によって、碧南市の地場産業が自動車産業へ転換した際の技術的な連続性を証

 明する。

 第二二部「臨海開発の進行と地域経済の変容」は、開発計画、企業行動、帰結を一連のプロセスと

 して把握する方法を提示し、この方法によって碧南市はじめとする衣浦湾臨海工業地帯の開発を分

 析する。1957年に始まった開発は、おりからの公害問題発生の時期とオーバーラップして進められ、
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